
 

 

 

 

教材教具の活用④ 

～パラバルーン～ 

  



パラバルーン 

【特徴】 

パラバルーンは、鮮やかな色をしており、空気によって大きく膨らんだり、しぼんだり、ふわふわと浮いたり

と動きます。引っ張る動きは、なかなかの力が必要であったり、空気を逃がさないように抑えることは、難しか

ったりとしますが、大きなパラバルーンの下をくぐったり、中に入ったり、ふわふわと空気の入ったバルーンの

上に乗るといった遊びは、乳児からできる遊びで、幅広い年齢で遊べる遊具です。 

 

【演技の作成の手順】 

①曲を決める  

・テンポが１２０拍/分程度（子どもが行進できる程度）で、８呼間ずつに区切られている曲を選択することが

よいとされている。 

②呼間に分ける 

・曲の中に 8 呼間がいくつあるか数える。 

③種目を決める 

 ・呼間数に合わせて種目を決めます。 

例）８×１０の曲であれば、（８×２）＋（８×３）＋（８×１）＋（８ ×３）＋（８×１）と分ければ、 

５種目できる。 

 

 ・種目によって使用する笛の合図を決める。笛の吹き方のパターンを作ると、子どもたちが動きやすくなる。 

  例）ピッ ：素早く動く時に使う。 

ピピー：種目の完成時に使う。 

ピー ：バルーンを上に上げるなどの大きな動作に使う。 

  

④全体の流れを見る 

 ・似ている動きが続かないようにする。 

 ・種目のつながりに無理がないかをチェックする。 

 

【基本の動作】 

★持つ 

  手は順手で握り親指を下からかけることでしっかりと握る（イラスト）。 

★座る                                                                         

  座る時は、膝を立てお尻を地面に付けず、素早く動けるように座る。 

★上げる                                                                      

  しっかりと手を伸ばし上まで持ちあげ、空気をたくさん入れるようにする。 

  合図は、１で上げきり、２・３・４で上げた状態をキープする。 

★下げる                                                                         

空気をパラバルーンの中にたくさん入れる事で大きく膨らむ。 

  下げる時は、一歩前に出て、抑えるとより大きく膨らむ。５で下ろしきり、空気が抜けないように抑える。 



１ 波 ～基本となる 3つの表現方法～ 

 

                                                    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイミングやリズムを合わせる楽しさや、力を合わせて頑張ったからこそ味わえる楽しさ、他の技との組み合

わせをしたり、いろいろなアレンジや発展が期待できます。  

 

 

●やり方 

 パラバルーンを囲んで（座る・立つ）、パラバルーンのフチを持ちます。 

        小波             大波                横波 

 

 

 

 

 

 

上下に小さく揺らす      上下に大きく揺らす        左右に大きく揺らす 

 

 

●ポイント 

 ・友だちと息を合わせる。 

・バルーンがたるまないように、自分の方にバルーンを引く。  

 ・フチを持つのが難しい生徒は、持ちやすいように輪っかをつけるなどの工夫をする。 

 

 

 

 



２ 行進 〜まるで飛行機！基本となる表現方法〜 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

腕を伸ばしてかっこよく行進しましょう。みんなで足並みがそろって行進すれば、ヒコーキのようです。 

 

 

●やり方 

 ・パラバルーンを囲んで立ち、（左右どちらか）でフチを持つ。（バルーンをピンと張る） 

 ・合図で進行方向に進み行進します。 

 

 

●ポイント 

・足の動き：早歩き、走る、スキップ、サイドステップ、スピードに変化をつけるなど表現方法さまざま。 

 ・腕の動き：腕を上げたり下げたり、バルーンの角度を変化させる。 

 ・手の動き：途中の合図で右回りから左回りへ、手も右から左への変換するなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３  メリーゴーランド 〜支援者が中に入って支える表現方法 〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くるくる回るメリーゴーランドを表現。タイミングやリズムを合わせながら、他の技と組み合わせたり、いろ

いろなアレンジや発展を楽しみましょう。 

 

 

●やり方 

  ・子どもたちはパラバルーンの周りに立つ。 

  ・順手でパラバルーンを持ち（右回り・左回り）にバルーンをピンと引っ張りながら歩く。 

  ・途中で支援者がパラバルーンの中に入り、バルーンの中心部をできるだけ高く持ち上げる。 

 

 

●ポイント 

  ・パラバルーンをできるだけピンと張れるように支援したり声かけをしたりする。 

  ・中に入った支援者は、高さの調整（低く・高く）をして、変化をつける。 

  ・合図で逆回転する、歩く、走る、スキップするなどいろいろなアレンジを。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ シーソー 〜身体を大きく使ってダイナミックさを表現する方法〜 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パラバルーンを左右交互に持ち上げてシーソーを表現。タイミングを合わせ座ったり、立ったり声をかけなが

ら（ギッタンバッコン）楽しく表現する。 

 

 

●やり方 

  ・パラバルーンを囲んで立ち、フチを持つ。 

・合図で、円の右半分の子どもたちは座ってバルーンを下げ、左半分の子はバンザイをしてバルーンを高く上

げる。 

・次の合図で、左右を交代（右半分がバンザイ、左半分が座る）。 

 

 

●ポイント 

 ・なるべく身体を大きく使うことを意識させる。 

 ・支援者がポイントに入り、子どもたちシーソーの上げ下げをサポートする。 

 ・立つ、座るの繰り返しが難しい子どもは、負担のない位置に配置する。少しずつできるようになってきたら 

さまざまな場所で試していく。 

 

 

 

 

 

 



５ ポップコーン 〜ボールを使った動きのある表現方法〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボールがポンポン跳ねる様子がまるで弾けるポップコーンのように、みんなで力を合わせて同じ動きをする。 

 

 

●やり方 

 ・ボールを用意（カラーボールや風船などでも OK） 

 ・パラバルーンを引っ張りながら上下に動かし、バルーンに波打たせる。 

・パラバルーンに大きく波打たせて、ボールを大きく弾ませる。 

 

 

●ポイント 

 ・パラバルーンを波打たせとき、「大波」「小波」と強弱をつけて変化を楽しむ。 

 ・ボールが見える位置で行えるように高い位置で行わないように注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６  お花 ～支援者がバルーンに乗って表現する方法～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腕をピーンッと上に伸ばしてみると、まるでお花に。 

 

 

●やり方 

 ・支援者はパラバルーンの上に乗り、真ん中に立つまたは座る。 

 ・子どもたちは、パラバルーンのまわりに座って、両手でバルーンのフチを持つ。 

 ・合図に合わせて持っているバルーンを上に持ち上げてバンザイをする。 

 

 

●ポイント 

 ・バンザイをしたときになるべく肘が曲がらないように注意する。 

 ・タイミングを合わせて、勢いよく持ち上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７  ドーム ～バルーンの中の世界が楽しめる表現方法～ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たっぷり空気を含んだバルーンの中に隠れたら、ドームのできあがり。 

 

 

●やり方 

 ・パラバルーンを囲んで立ち、端を持ってピンと張る。 

 ・合図でバルーンを上げ、中に空気を含みながら中心に向かって進む。 

 ・バルーンの中に入り、フチを抑えて座る。 

 

 

●ポイント 

 ・フチをしっかり抑える。 

 ・空気が抜けないように子どもたちの間隔をなるべく狭くする。 

 ・子どもの間に支援者が入り、中に入ったり、座ったりする動きをサポートする。 

  

 

 

 

 

 

 



８ ロケット ～バルーンの形の変化が楽しめる表現方法～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中にたくさん空気を閉じこめて…ドーンッと打ちあがるロケットを表現する。 

 

 

●やり方 

 ・パラバルーンを囲んで立ち、フチを持つ。ピンと張った状態にする。 

 ・合図でバルーンを上げ、バルーンの中に空気を取り込みながら中心に向かって走る。 

 

 

●ポイント 

 ・中心に集まるときに友だちとぶつからないようにする。 

 ・走らず、ゆっくり歩きながら中心に進むと、風船みたいにふんわりした形になる。 

 ・前に出るラインを事前に決めおくとわかりやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ ぼうし ～発展する動きが楽しめる表現方法～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふわっと空気を閉じ込めて、おしりで閉じて帽子を表現する。 

 

 

●やり方 

 ・パラバルーンを囲んで立ち、フチを持つ。ピンと張った状態にする。 

・合図でバルーンを上げ、バルーンの中に空気を取り込みながらその場に座る。 

・バルーンを背にして、フチに座る。 

 ・発展として、座らずに外側を向いて立ち、手拍子をしたり、ポーズを決めたりするのもあり。 

 

 

●ポイント 

 ・空気が抜けないように素早く座り、空気を閉じ込める。 

 ・まわりとタイミングを合わせる。 

 ・座ることが難しい生徒は、無理して座らせるのではなく、立ってフチを踏む。 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０ 人の入れ替わり ～バルーンの中を通ることが楽しめる表現方法～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルーンが膨らんでいる状態のときに、人が入れ替わる。 

 

●やり方 

 ・合図でバルーンを上げる。 

 ・バルーンが膨らんでいる途中に友だち同士が入れ替わる。 

 

 

●ポイント 

 ・入れ替わる友だちを事前に決めておく。（１対１、２対２など） 

 ・移動する人数が多いと危険なので、はじめは少ない人数からスタートする。 

 ・入れ替わるスピードがゆっくりな子どもには移動の支援をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１ 花火 ～バルーン飛ばし、行方を楽しむ表現方法～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空気を取り込み一斉に手を放し、空高く舞い上がる。 

 

 

●やり方 

・パラバルーンを囲んで立ち、フチを持つ。 

・合図でパラバルーンの中に空気を取り込む。 

・合図でパラバルーン上にあげ、タイミングを合わせて一斉に手を放す。 

 

 

●ポイント 

 ・「大波」を繰り返し空気をたくさん取り込む。 

 ・手を一斉に放すポイント決めておく。 


